
お
湯
の
魅
力
で
お
客
さ
ま
満
足
度
ア
ッ
プ

　
　

全
国
の「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」
軒
を
紹
介
　

　

こ
の
特
集
は「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
ネ
ッ
ト
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

抜
群
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

温
泉
、夕
陽
、海
の
幸

自
家
源
泉
、海
望
む
絶
景

眼
前
に
富
士
山
の
絶
景

鵜
飼
モ
チ
ー
フ
の
露
天

木
の
香
漂
う
大
浴
場

女
性
に
人
気
の
温
泉
宿

神
秘
的
な
緑
色
の
湯

最
上
階
に
あ
る「
川
の
湯
」の
露
天
風
呂

　
鵜
飼
で
有
名
な
清
流
長
良

川
、
山
頂
に
岐
阜
城
が
そ
び

え
立
つ
金
華
山
を
間
近
に
見

れ
る
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
抜
群

の
宿
が
岐
阜
市
の
長
良
川
温

泉
ホ
テ
ル
パ
ー
ク
（
山
岡
利

安
社
長
）
。
大
正

年
に
文

豪
・
川
端
康
成
も
立
ち
寄
っ

た
と
言
わ
れ
る
、
創
業
１
２

０
年
の
由
緒
あ
る
旅
館
だ
。

　
長
良
川
温
泉

に
は
７
軒
の
旅

館
・
ホ
テ
ル
が

あ
る
が
、
最
上

階
に
入
浴
施
設

が
あ
る
の
は
ホ

テ
ル
パ
ー
ク
だ

け
。
展
望
露
天

風
呂「
山
の
湯
」

「
川
の
湯
」
か

ら
見
る
景
色
は

す
ば
ら
し
く
、

長
良
川
、
金
華

山
・
岐
阜
城
を

独
り
占
め
、
と

い
う
何
と
も
贅
沢
な
気
分
に

さ
せ
て
く
れ
る
。

　
泉
質
は
鉄
分
や
ラ
ド
ン
を

含
み
、
リ
ュ
ー
マ
チ
や
神
経

痛
、
皮
膚
病
な
ど
に
効
果
が

あ
る
。
ス
ベ
ス
ベ
の
滑
ら
か

な
肌
に
な
る
と
あ
っ
て
、
女

性
客
の
受
け
も
い
い
。

　
女
性
専
用
岩
盤
浴
も
人
気

で
、
ブ
ラ
ッ
ク
ゲ
ル
マ
ニ
ウ

ム
、
麦
飯
石
、
薬
宝
玉
石
の

３
種
類
が
あ
る
。
貸
し
切
り

も
で
き
、
心
置
き
な
く
岩
盤

浴
を
楽
し
め
る
の
も
魅
力
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
美
濃

和
紙
を
使
っ
た
エ
ス
テ
な
ど

も
あ
り
、
心
身
共
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
。

　
▽
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町
３

９
７
の
２
。
☎
０
５
８
（
２

６
５
）５
２
１
１
。info@ho

telpark.jp/

オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
の
露
天
風
呂

　
伊
豆
西
海
岸
、
堂
ヶ
島
温

泉
の「
堂
ヶ
島
ニ
ュ
ー
銀
水
」

（
加
藤
昌
利
社
長
）は
、海
を

見
下
ろ
す
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
自
慢
。
月
中
旬
か

ら
３
月
上
旬
ご
ろ
ま
で
は
、

「
日
本
の
夕
陽
百
選
」に
も
選

ば
れ
た
感
動
的
な
夕
陽
を
各

部
屋
か
ら
眺
め
ら
れ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
大
浴
場
と
露

天
風
呂
か
ら
も
堂
ヶ
島
の
海

の
絶
景
を
楽
し
め
る
。
展
望

大
浴
場
は
ガ
ラ

ス
越
し
に
青
い

海
を
一
望
。
大

浴
場
か
ら
続
く

露
天
風
呂
は
、

大
海
原
と
ひ
と

つ
づ
き
の
オ
ー

シ
ャ
ン
フ
ロ
ン

ト
。
目
の
前
に

何
も
さ
え
ぎ
る

物
が
な
い
、
海

と
一
体
に
な
っ

た
か
の
よ
う
な

湯
浴
み
を
楽
し

め
る
。
ど
こ
ま
で
も
続
く
水

平
線
を
眺
め
な
が
ら
、
身
を

湯
に
ゆ
だ
ね
て
み
た
い
。

　
温
泉
は
低
張
性
ア
ル
カ
リ

性
高
温
泉
。
切
り
傷
、
や
け

ど
、
慢
性
皮
膚
炎
な
ど
に
効

果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

　
疲
労
回
復
に
効
果
的
な
サ

ウ
ナ
や
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ

ア
を
備
え
た
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー

ム
、
味
噌
汁
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
湯
上
が
り
サ
ロ
ン
な

ど
、
付
帯
設
備
も
充
実
し
て

い
る
。

　「
温
泉
、夕
陽
、海
の
幸
」

で
、
心
と
体
を
満
た
し
て
ほ

し
い
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
西
伊
豆

町
仁
科
２
９
７
７
の
１
。
☎

０
５
５
８
（
５
２
）
２
２
１

１
。http://www.dougashima

-newginsui.jp/

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
展
望
露
天
風
呂

　
水
揚
げ
量
日
本
一
を
誇
る

金
目
鯛
や
伝
統
行
事
の
雛

（
ひ
な
）の
つ
る
し
飾
り
ま
つ

り
で
有
名
な
伊
豆
・
稲
取
温

泉
の「
稲
取
銀
水
荘
」（
加
藤

昌
利
社
長
）。「
当
た
り
前
の

こ
と
を
そ
れ
以
上
に
」と
い

う
お
も
て
な
し
の
心
や
、
伊

豆
の
四
季
の
彩
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
料
理
の
数
々
、
そ
し

て
敷
地
内
の
自

家
源
泉
か
ら
豊

富
に
わ
き
出
る

温
泉
が
自
慢
の

宿
だ
。

　
湯
は
無
色
透

明
な
弱
ア
ル
カ

リ
性
の
塩
化
物

泉
。
保
湿
性
が

高
く
、
い
つ
ま

で
も
体
が
ポ
カ

ポ
カ
す
る
と
評

判
だ
。

　
オ
ー
シ
ャ
ン

ビ
ュ
ー
の
展
望

露
天
風
呂
は
、
相
模
湾
を
見

下
ろ
す
絶
景
が
魅
力
的
。朝
、

夕
方
、
夜
と
三
つ
の
時
間
帯

に
よ
っ
て
雰
囲
気
が
変
わ

り
、
右
手
に
伊
豆
半
島
の
海

岸
線
を
望
み
な
が
ら
夕
陽
、

夕
焼
け
を
楽
し
め
る
。

　
露
天
風
呂
と
つ
な
が
る
大

浴
場
も
開
放
感
が
あ
ふ
れ
、

広
い
湯
船
で
の
入
浴
は
普
段

の
生
活
で
味
わ
え
な
い
旅
の

醍
醐
味
だ
。

　
自
家
源
泉
と
光
り
輝
く
海

を
独
り
占
め
に
す
る
露
天
風

呂
付
き
客
室
「
銀
の
栞
（
し

お
り
）
」
は
全
８
タ
イ
プ
。

旅
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て

選
び
た
い
。

　
▽
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊
豆

町
稲
取
１
６
２
４
の
１
。
☎

０
５
５
７
（
９
５
）
２
２
１

１
。http://www.inatori-gins

uiso.jp/

大
浴
場
露
天
風
呂
「
月
」

　
富
士
河
口
湖
に
面
し
て
建

つ
風
の
テ
ラ
ス
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｎ

Ａ
（
宮
下
明
壽
社
長
）
。
雄

大
な
富
士
山
や
美
し
い
湖
が

セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、

こ
の
絶
景
を
さ
ら
に
生
か
す

の
が
自
慢
の
温
泉
施
設
だ
。

　
天
空
に
浮
か
ぶ
露
天
風
呂

「
月
」と「
星
」

の
大
浴
場
と
貸

し
切
り
風
呂
の

「
Ｌ
ａ
ｎ
ｉ
　

Ｌ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
」

の
三
つ
で
構

成
。
メ
ー
ン
と

な
る
「
月
」
と

「
星
」
は
最
上

階
（
９
階
）
に

あ
り
、
「
さ
え

ぎ
る
も
の
が
何

も
な
く
、
眼
前

に
広
が
る
富
士

山
と
湖
は
絶
景

で
す
。
ゆ
っ
く

り
と
浸
か
っ
て
大
自
然
の
開

放
感
を
堪
能
し
て
ほ
し
い
」

と
小
嶋
孝
治
副
支
配
人
。

　
「
月
」
に
は
半
身
浴
と
ド

ラ
イ
サ
ウ
ナ
、
「
星
」
で
は

立
湯
と
ス
チ
ー
ム
サ
ウ
ナ
が

楽
し
め
る
。
泉
質
は
塩
化
物

泉
で
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、

五
十
肩
な
ど
に
効
能
が
あ

る
。
ま
た
、
９
階
に
は
湯
上

が
り
処
「
風
の
テ
ラ
ス
」
が

あ
り
、
冷
た
い
飲
み
物
（
富

士
の
銘
水
）
の
サ
ー
ビ
ス
も

う
れ
し
い
。

　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
貸

し
切
り
風
呂
は
有
料
（

分

３
千
円
）
で
、
身
体
の
不
自

由
な
人
を
優
先
的
に
受
け
入

れ
て
い
る
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士

河
口
湖
町
浅
川

。
☎
０
５

５
５
（
８
３
）
３
３
３
３
。

http://kukuna.jp/

お
湯
処
「
川
の
瀬
」
露
天
風
呂

　
江
戸
時
代
後
期
の
万
延
元

年
（
１
８
６
０
）
創
業
の
十

八
楼
（
伊
藤
善
男
社
長
）
。

老
舗
と
し
て
伝
統
を
守
る
一

方
、
温
泉
の
楽
し
さ
を
さ
ら

に
追
求
す
る
た
め
、
近
年
新

た
な
お
湯
処
の
設
置
や
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
続
け
て
い
る
。

　
２
０
１
３
年
５
月
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の

は
、
大
浴
場
の
「
お
湯
処

『
川
の
瀬
』
」
。
鵜
飼
の
モ

チ
ー
フ
が
く
つ

ろ
ぎ
の
空
間
を

彩
る
露
天
風

呂
、
長
良
川
の

眺
望
を
楽
し
み

な
が
ら
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
で

き
る
展
望
内
風

呂
も
備
わ
っ
て

い
る
。
露
天
風

呂
は
夜
間
、
水

中
ラ
イ
ト
で
照

ら
さ
れ
た
湯
面

の
美
し
さ
が
秀

逸
。
内
風
呂
は
、
薬
草
風
呂

と
シ
ル
キ
ー
バ
ス
の
２
種
類

を
用
意
、
壁
面
に
は
十
八
楼

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
美
濃
和
紙
の

装
飾
で
、
風
情
に
彩
り
を
添

え
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
川
の
瀬
」に
は

地
元
材
木
商
の
旧
家
に
建
て

ら
れ
た
蔵
を
再
生
し
た
「
蔵

の
湯
」を
併
設
し
て
い
る
。１

２
０
年
前
の
梁
を
見
上
げ
な

が
ら
入
る
風
呂
は
、
ま
さ
に

地
域
の
歴
史
と
共
に
歩
む
十

八
楼
な
ら
で
は
と
言
え
る
。

　
他
に
、
２
０
０
５
年
オ
ー

プ
ン
の「
お
湯
処『
川
の
音
』」

も
あ
り
。
朝
晩
入
れ
替
え
制

で
多
彩
な
お
湯
を
楽
し
め

る
。

　
▽
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町


。
☎
０
５
８
（
２
６
５
）

１
５
５
１
。http://www.18r

ou.com/

臨
川
閣
「
下
留
の
湯
」

　
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
康
洋

社
長
）。
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
同
館
に
は
、
能
舞
台
や

横
山
大
観
ら
日
本
画
家
の
巨

匠
た
ち
の
作
品
が
飾
ら
れ
た

画
廊
、
情
緒
あ
る
日
本
庭
園

な
ど
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
同
館
で
は
日
本
三
名
泉
、

下
呂
温
泉
を
３
カ
所
の
大
浴

場
で
楽
し
め
る
。

　
敷
地
内
に
あ

る
山
水
閣
、
飛

泉
閣
、
臨
川
閣

の
そ
れ
ぞ
れ
に

大
浴
場
が
あ

り
、
ど
の
棟
に

宿
泊
し
て
も
３

カ
所
と
も
利
用

で
き
る
（
展
望

大
浴
場
の
み


時
間
利
用
可

能
）
。

　
臨
川
閣
の

「
下
留
の
湯
」

は
、
天
井
、
壁
、
柱
ま
で
檜

に
こ
だ
わ
っ
た
ぜ
い
た
く
な

造
り
。
木
の
香
漂
う
浴
場
に

は
、
檜
風
呂
を
は
じ
め
、
高

温
浴
槽
、
低
温
浴
槽
、
サ
ウ

ナ
を
そ
ろ
え
多
彩
な
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。
窓
の
外
に
は

日
本
庭
園
が
広
が
る
情
緒
あ

る
空
間
だ
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大

浴
場
」
は
、
大
き
な
窓
か
ら

下
呂
温
泉
の
街
並
み
や
飛
騨

の
山
々
が
一
望
で
き
る
。

　
山
水
閣
に
あ
る
野
天
風
呂

は
、男
性
用「
龍
神
の
湯
」、

女
性
用
「
観
音
の
湯
」
の
２

カ
所
。
本
格
的
な
野
趣
あ
ふ

れ
る
岩
風
呂
の
風
情
を
堪
能

で
き
る
。
　

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。http://www

.suimeikan.co.jp/

ア
ー
ト
な
空
間
が
広
が
る
ロ
ビ
ー

　
紗
々
羅（
大
前
文
夫
社
長
）

は
、
ロ
ビ
ー
や
客
室
に
ア
ー

ト
な
演
出
が
あ
ふ
れ
る
女
性

に
人
気
の
温
泉
宿
。
大
浴
場

や
客
室
に
備
え
た
露
天
風
呂

に
は
源
泉
の
湯
を
使
用
し
、

三
名
泉
の
一
つ
、
下
呂
温
泉

を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め
る
。

　
新
館
「
紗
々
羅
館
」
と
本

館
「
森
山
館
」
、
離
れ
「
ゆ

ら
り
」
に
趣
の

異
な
っ
た


室
。
こ
の
う
ち


室
が
露
天
風

呂
付
き
で
浴
槽

は
客
室
ご
と
に

檜
、
陶
器
、
大

木
、
岩
な
ど


タ
イ
プ
あ
る
。

　
贅
沢
な
特
別

室
の
離
れ
「
ゆ

ら
り
」
は
古
民

家
風
で
、
和
室

と
洋
間
、
庭
園

に
岩
風
呂
、
大

木
風
呂
の
二
つ
の
露
天
風
呂

が
あ
る
。
特
に
樹
齢
千
年
の

冷
杉
を
く
り
抜
い
た
大
木
風

呂
は
圧
巻
だ
。

　
大
浴
場
は
清
流
飛
騨
川
や

温
泉
街
の
夜
景
を
一
望
で
き

る
。
最
上
階
の
「
展
望
大
浴

場
」
、
木
曽
桧
の
香
り
が
楽

し
め
る
「
檜
露
天
風
呂
」
。

貸
切
露
天
風
呂
は「
岩
風
呂
」

と
大
木
の
根
を
く
り
抜
い
た

「
ね
っ
こ
風
呂
」
。
館
内
に

は
ヒ
ー
リ
ン
グ
サ
ロ
ン
と
岩

盤
浴
も
あ
る
。

　
料
理
は
旬
の
食
材
を
厳

選
。
人
気
の
「
飛
騨
牛
づ
く

し
」
の
プ
ラ
ン
で
は
最
高
級

飛
騨
牛
を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
森
１
４

１
２
の
１
。
☎
０
５
７
６

（
２
４
）１
７
７
７
。http://

www.sasara.co.jp/

う
ぐ
い
す
の
湯

　
活
火
山
・
焼
岳
の
恵
み
を

受
け
た
奥
飛
騨
温
泉
郷
。
奥

飛
騨
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
焼
岳

は
、
趣
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
浴
場
を
有
し
、
一

日
中
飽
き
る
こ
と
な
く
湯
め

ぐ
り
が
楽
し
め
る
。

　
浴
場
の
中
で
も
目
を
引
く

の
が
、
神
秘
的
な
緑
色
の
湯

を
た
た
え
る
混
浴
露
天
風
呂

「
う
ぐ
い
す
の
湯
」
だ
。
約

３
億
６
千
万
年
前
の
海
底
の

地
層
が
隆
起
し
て
で
き
た
こ

の
地
に
湧
き
出
す
湯
は
、
国

内
唯
一
の
超
深

層
水
温
泉
。
肌

に
良
い
各
種
の

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ

ネ
ラ
ル
な
ど
が

自
然
の
状
態
で

含
ま
れ
て
い

る
。

　
こ
の
ほ
か
混

浴
エ
リ
ア
に

は
、
流
れ
落
ち

る
温
泉
が
体
に

程
よ
い
刺
激
を

与
え
、
血
行
を
促
進
す
る

「
打
た
せ
湯
」
や
奥
深
い
洞

窟
で
の
ん
び
り
と
過
ご
せ
る

洞
窟
風
呂
「
瀑
泉
洞
」
も
擁

し
て
い
る
。

　
男
女
別
で
は
、
屋
根
付
き

露
天
の
檜
風
呂
「
ヒ
ノ
キ
の

湯
」
や
広
々
と
し
た
露
天
の

岩
風
呂「
日
光
の
湯
」「
月
光

の
湯
」、内
湯「
医
王
の
湯
」

「
薬
師
の
湯
」を
そ
れ
ぞ
れ
備

え
る
。
歩
行
の
で
き
る
深
さ

１
㍍

㌢
の
「
立
ち
湯
」
や

寝
こ
ろ
び
な
が
ら
温
泉
を
楽

し
め
る
「
寝
湯
」
も
あ
る
。

　
食
事
は
風
情
あ
る
囲
炉
裏

の
食
事
処
で
名
物
「
温
泉
せ

い
ろ
蒸
し
」を
堪
能
で
き
る
。

　
▽
岐
阜
県
高
山
市
奥
飛
騨

温
泉
郷
一
重
ヶ
根
２
４
９
８

の
１
。☎
０
５
７
８（
８
９
）

２
８
１
１
。http://www.oku

hida-gh.com/

（１０）第２８２１号 第３種郵便物認可 ２０１５年（平成２７年）１１月１４日（土曜日）

http://kukuna.jp/
http://www.18rou.com/
http://www.inatori-ginsuiso.jp/
http://www.suimeikan.co.jp/
http://www.dougashima-newginsui.jp/
http://www.sasara.co.jp/
http://www.hotelpark.jp/
http://www.okuhida-gh.com/

